
(参考１）中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針の概要

業務の特性
⇒リレーションシップバンキング
・地域密着の営業展開
・主な取引先は中小企業・個人

監督指針の概要

１.有効な経営管理の確立
・経営陣、内部監査部門に対するヒアリング
２．地域貢献
・①経営姿勢、②情報開示、③収益性・財務
の健全性に与える影響に着眼
３．中小企業金融の再生
・　創業支援、経営相談・支援、早期事業再
生、担保・保証に過度に依存しない融資等に
関する取組み状況の着実なフォローアップ
４．顧客保護に関する態勢の確立
・　説明態勢、顧客情報管理等

⇒　健全かつ適切な業務運営を確保

不 良 債 権
問題の解決

リレーションシップバンキング
の機能強化の必要性
・地域の金融ニーズへの
適切な対応
・持続可能性の確保

策定の趣旨

中小・地域金融機関の業務の特性を踏まえた多面的な評価による
総合的な監督体系の確立により、リレーションシップバンキングの機能強化を図り、
地域の中小企業の再生と地域経済の活性化と同時に不良債権問題の解決を図る。

多面的な評価による
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金 融 機 関 自 ら の 取 組 み

機 能 強 化 計 画 の 実 施

情 報 開 示 の 充 実
情報開示、監督による規律付け


